
最 終 報 告 書

4,4 ‐メチ レンビス (2,6- ジーzen ‐ブチル フェノール )( 被験物質番号 K‐35L) の微生物 に

よる分解度試験

(試験番号 :205073)1

化学 構
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陳 述 書

財団法人化学物質評価研究機構
久留米事業所

試験委託者 経済産業省

試験 の表題 4,4′‐メチ レンビス (2,6‐ジーZe“ -ブチル フェノール )( 被験物質番号

K‐351) の微生物による分解度試験

試 験、番 号 . 205073

上記試験は以下のGLPに従って実施したものです。

(1)「新規化学物質等に係る試験を実施する試験施設に関する基準について」
(平成 15年 11月 21日、薬食発第 1121003号、平成 15・11・17製局第 3号、環保企発

第o31121004号) に規定する「新規化学物質等に係る試験を実施する試験施設

に関する基準」

(2) 「OECD Principles of Good Laboratory Practice 」 (November 26,‐ 1997),

また、本最終報告書は生データを正確に反映しており、試験データが有効であること

を確認 しています。 ・

葛フクぶ年 7 月争 日

.試験責任者
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信頼性保証書

財団法人 化学物質評価研究機構
久留米事業所

試験委託者 、経済産業省

試験の表題 す 4,4′‐メチ レンビス (2,6‐ジー妃 "- ブチル フェノール )(被験物質番

号 K‐351)の微生物による分解度試験

試 験 番 号 ・ 205073

本最終報告書は、試験の方法、手順が正確に記載され、試験結果は生データを正確に反映して

いることを保証します。
なお、監査又は査察の結果については、下記の通り試験責任者及び運営管理者に報告しました‐。

監査又は査察内容 , 監査又は査察日
報告日

(試験責任者及び運営管理者)

.試験計画書章案 2005年 4 月 27 日 2005年 4 月 27 日

試験計画書 2005 年 4 月 27 日
. 2005年 4 月 27 日

試験計画書の変更 2005 年 7 月′4 日 2005年 7 月 4 日

培養開始時 ' ・2005 年 4 月 28 日 2005年 4 月 28 日

中間時 , 2005年 5 月 13 日 2005年 5 月 13 日

培養終了時 2005年 5 月 26 日 2005年 5 月 27 日

生データ、最終報告書草案 2005年 6 月 30 日 2005年 6月 30 日

最終報告書 2005年 7 月 4 日 2005年 7 月 4 日

ノ oo 年ワ月午ノ oo 年 月丁 日

信頼性保証部門責任者
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試 験 日程
試▲験 開 始 日 . 2005年 4月 27日

実 験 開 始 ,日 2005年 4月 28日
実 験 終 了 日 2005年 5月26日
試 験 終 了 日 2005年 7月 4日

試資料の保管

(1) 被験物質 ,
‐被験物質を保管用容器に入れ密栓後、品質低下を起こさないで安定に保存し
うる期間、久留米事業所試料保管室に保管する。

(2) 生データ、資料等 ,

生データ、試験計画書、試験委託書、その他必要な資料等は最終報告書と共に、
試験委託者から通知を受けるまでの期間、久留米事業所資料保管室に保管する。

試験関係者
試 験 責 任 者 、

所属 試験第一課

試 験 担 当 者
(分解度試験の実施)

活性汚泥管理責任者

最終報告書の承認
20 αタ年′7 月 字日:

.

試 験 責 任 者
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1 被 験 物 質

本報告書においてK‐351は、次の名称等を有するものとする。

1,1 名 称 4,4′‐メチ レン ビス (2,6 ‐ジーter トブ チル フ ェ ノール )

1,2 構造式等

構造式

分子式 C29H4402

分 子 量 . 424.66 , ′ ′ ′

CAS番 号 118-82 ‐1

1.3 入手先、商品名、等級及びロット番号*1

(1)入 手 先
(2) 商 品 名 4,空‐メチレンビス (2,6 ジーten ‐ブチルフェノール )

(3) 等 ,, 級

(4) ロット番号 GKO1 ,

14 純 度 *1 .

(1),被 験 物 質 99.6%(GC)

(2)不 純 物 残り0.4%は不明

被験物質は純度 100%として取り扱った。

*1‐入手先添付資料による。
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Smdyrqo ・205073 (、Testite土噸 ;‐351 ′ 、
r)

Cultivatingconditions: .

Concentration ,

Testitem ,.,."..… “.… … … … .....… … … .… " … … ..-- ・ 100(m 醸 し)

Reference item(amline). … ,....."… … … … … … … … …ー 100(mgL)
Activ 紙 ed sludge … … .-.… … … … … ...… … .… … … .… .,. 30(mg 足 )

Telmperamre ,..… "". … .… .… … ".....… … .… … .“.."“". “.“ 25 ± 1 ℃

DW 紙 ion .,,,,,.,,,,… … ,.,,,,,.,,..,.… “,",.,,.",,,,,. … … … … … ,.28 days(APr.28,2005 ‐ May,26,2005)

Note:-

Vessel

No.
SadコQpleDeScdption

BOD(mg) 、

7thday 14thday 21stday 28山 day

[1] 執′ater十 testitem 1.8 1.8 1.8 ′、 ,1.8

[2] S1udge 十 testitem 3,2 4.8 ,7.I 7.2

[3] S1udge 十 testitem 3.4 5,3 8.6 ‐ 8.6

ノ [4] S1udge 十 testitem 3,7 1 5,I 8.I 8.2

[5] S1udge十aniline 57,O 70,2 74,4 、 75.I

[6] Con立olbl繍 k[B] 4,O 5.6 ′ 8.3 8.5
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